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第 1 章 	 研 究 の 背 景 と 目 的  























になると考えられている（ Ripoll，1988；Singer et  al . ,  1998；Will iams and 
Ell iott ,  1999； Nagano et  al . ,  2004；内藤ほか， 2007； de Oliveira et  al . ,  






連が認められている（ French and Thomas，1987；McPherson and French，
1991； McPherson， 1993； Will iams and Davids， 1995； Huber， 1997；
McPherson， 2000）．  
 

























第 2 章 	 剣 道 選 手 の 熟 練 度 と 「 遠 山 の 目 付 け 」 の 関 係 の 検 討  





第 2 節 	 方 法  
経験年数（ 2〜 22 年）及び段位（なし〜五段）の異なる年齢 12〜 28 歳
の剣道選手 12 名が実験に参加した．実験条件は，選手からの間合い距離
が 209〜 230cm に設定されたバッティングティー上のソフトボールを注視
する「ボール注視条件」（視角： 2.53±0.07 度）と，同上の間合い距離に
設置された剣道の打込台を実戦中の対戦相手と見立てて対峙させた「対峙











あたりの停留回数（経験年数：r=- .759，p<.01，段位：ρ =- .601，p<.05），


















第 3 章 	 熟 練 度 の 異 な る 剣 道 選 手 の 視 覚 探 索 方 略 に 関 す る 検 討  




第 2 節 	 方 法  
年齢，剣道の経験年数，段位及び競技成績の異なる 3 群，すなわち上級
者群男子 11 名（ 29.2±3.9 歳， 23.3±4.9 年， 4.8±0.6 段，全国大会ベス
 5 
ト 16 以上），中級者群男子 10 名（ 23.5±2.2 歳， 14.1±4.8 年， 3.1±0.9
段，県大会・地方大会・全国大会のいずれかへの出場経験あり），初級者群
男子 10 名（ 24.3±2.8 歳， 1.0±0.2 年，段位なし，競技経験なし）が実験
に参加した．第 2 章第 2 節と同様の方法で測定を行い，停留回数，平均停
留時間，停留箇所ごとの停留回数，停留箇所ごとの平均停留時間を算出し，
二要因の分散分析を実施した．   
 
第 3・ 4 節 	 結 果 及 び 考 察  
停留回数及び平均停留時間について実験条件×群の二要因分散分析を行







析からは，ボール注視条件では停留箇所の有意な主効果（ F (4,140)= 19.17，
p<.01）が，対峙条件では有意な交互作用（ F (14,224)  =2.44，p<.01）が認
められた．同様に，停留箇所ごとの平均停留時間については，両条件とも




















第 4 章	 熟練度の異なる剣道選手の意思決定における情報処理の段階数と
手がかり情報数に関する検討  






第 2 節 	 方 法  
第 3 章の実験参加者のうち，欠損値がある者を除いた 3 群，すなわち上
級者群男子 8 名（ 29.0±4.5 歳， 23.0±5.6 年， 4.9±0.6 段，全国大会ベス
ト 16 以上），中級者群男子 9 名（ 23.4±2.3 歳，14.8±4.5 年，3.2±0.8 段，
県大会・地方大会・全国大会のいずれかへの出場経験あり），初級者群男子










要した 5 秒間あたりの段階数及び決定あるいは判別前 5 秒間あたりの手が
かり情報数を算出し，対応のない一要因分散分析を実施した．なお，これ
らの段階数と手がかり情報数は，奥村・吉田（ 2002）による方法を参考に
し，剣道三〜四段の有段者 3 名の合議により数量化がなされた．  
 
第 3・ 4 節 	 結 果 及 び 考 察  
自分の攻撃の決定あるいは対戦相手への防御の判別までに要した段階数
（ F (2,24)=6.87，p<.01），及び 5 秒間あたりの段階数（ F (2,24)=6.24，p<.01）
ともに有意な主効果が認められ，上級者群及び中級者群は初級者群に比べ，
決定あるいは判別までに多くの段階を経ることが示された．また 1 試行あ















摘しているように，「 A が起こったときには，B を行う」という記述（“ i f  A 
occurs,  then  I  do B” statement）から成るプロダクション・ルールの条件




第 5 章 	 総 合 考 察  
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